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多可町中区
中安田地区
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多可町中区中安田の概要

 多可町は酒米の王様「山田
錦発祥のまち」と言われて
います。

 多可町の南東部に中安田地
区は位置します。

 中区はいくつかの集落ごと
に”郷“というものが設定さ

れ、
荒田郷・高田郷・天神郷・
稲荷郷・安田郷の５つの郷
があります。
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多可町中区中安田の概要

まるごと座談会秋祭り

（令和7年1月現在）
・世帯数 171戸 ・人口 456人
・高齢化率 39.9％（65歳以上 182人）
（多可町の高齢化率 39.4％）

中安田環境保全ネットワークの概要

 協定農用地 28.7ha
うち田 27.7ha
うち畑 1.0ha

 農業用施設
開水路 9.2km
ため池 2箇所
農道 3.3km

 構成員数 135人（うち農業者63人）
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組織構成

農会
自治会

むらづくり
協議会

老人クラブ

子供会

中安田生産組合
農事組合法人

アグリ安田の郷

消防団

中安田環境保全
ネットワーク

中安田環境保全
ネットワーク
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女性部

自主防災組織

生産森林組合

農地維持活動・資源向上活動(共同活動)
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点検・機能診断 水路の草刈り・泥上げ



農地維持活動・資源向上活動(共同活動)
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ため池堰堤草刈り 鳥獣害防護柵の保守管理

農村環境保全活動
～植栽等の景観形成活動～
（景観形成・生活環境保全）

 景観形成による地域づくりとして花苗を植栽
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多面的機能の増進を図る活動

 鳥獣被害防止対策及び
環境改善活動の強化
〜箱わなの設置〜
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 防災・減災力の強化
〜ため池の水位調整〜

資源向上活動（長寿命化）

（一部直営施工）
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着手前

完成

水路補修 農道舗装



環境創造型農業の推進
～環境保全型農業直接支払交付金事業～

 土づくり
牛ふん堆肥やレンゲの緑肥により肥沃な農地に改良

 化学成分低減
環境対策として化学肥料と化学農薬の５割低減を実現
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中安田の農業
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 主要作物① 水稲（山田錦、きぬむすめ）

 主要作物② 黒大豆



中安田の農業
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主要作物の作付面積推移（単位︓a）

うるち米(きぬむすめ他) 酒米(山田錦他) 黒大豆 その他

中安田地域計画
策定年月日︓令和６年３月２５日
目標年度︓令和１５年度
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１ 地域農業の現状及び課題
・耕作者の半数が70代で、遊休農地の発生が懸念される。
・農作業の効率化･省力化を図る必要がある。

２ 地域における農業の将来の在り方・目標
・山田錦を主要作物として販売先の多様化を図る。
・農作業の効率化･省力化を図るため、スマート農業を導入
する。

・集落営農を法人化し、集落全体で適切な農地利用を進める。
若年層を取り込み、後継者の育成を図る。

・農地バンクへの貸し付けを進め、担い手へ農地の集積･集
約を図り、適切な農地利用を進める。
(目標とする集積率69.2％)



中安田地域計画
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３ 目標達成のための必要な措置
目標地図

①農地中間管理機構を活用
②多面的機能支払交付金の活用
・農業施設の保全管理
・獣害防護柵の点検と早期補修

③集落内の若年層への後継者育成
④環境保全型農業の取り組みを継
続

⑤集落営農組織強化のため、出荷
・調整施設の新設と農業機械等
の収納施設の新増設拡大
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農事組合法人アグリ安田の郷
設立年月日︓令和６年８月１９日

 組合員数 28名
 事業の目的
①組合員の農業に係る共同利用施設の設置
②農業の経営
 組織機構図
理事会－代表理事－・総務部・水稲部・黒大豆部・機械管理部

・ドローン部・アーモンド部
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スマート農業の推進
アーム式草刈機 ラジコン式草刈機

ドローン

三世代交流
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さくらまつり とんど祭り



自主防災組織
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 構成員 集落役員・消防団・女性部・民生児童委員(協力委員)
〈防災研修会〉
内容︓ふくし防災マップの更新、防災ゲーム
参加者︓むらづくり協議会員・集落役員・地区住民

〈防災訓練〉
内容︓多可町防災訓練、消火器の取扱い体験、

大声コンテスト（災害時の声出し訓練）

将来の展望
 多面的機能支払交付金や各種補助金を活用
し、農業施設の保全管理を集落全体で取り組
んでいく。

 若い世代の農業従事者の育成を行うとともに
スマート農業、省力化農業等魅力ある農業形
態を構築していく。

 次世代に自信を持って繋げるよう魅力ある村
づくりを進めていく。秋祭りを主とした伝統
文化を継承していく。
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